
平成20年度いわて市町村行財政ドックに係るフォローアップ調査結果（市町村の平成21年度取組実績）　【行政分野】 市町村名：普代村

H21.1　岩手県市町村課 H21.1　普代村 H22.1　普代村

助言・検討依頼事項 左に対する検討結果（方針・対策・課題・要望事項等）
行政改
革

行政評価
制度

【現状及び課題】
Ｈ19調査より
・行政評価導入について、検討中（導入時期は未定）

【検討依頼事項】
・行政評価の導入の具体的スケジュールを示してください。

【助言事項】
・いつ、誰が、何をやるかをスケジューリングしないといつまでもやれませ
ん。単独でやるのが難しいのならば、近隣市町村と一緒に研究するとか、
町村会に手伝ってもらうとかしてはどうでしょうか。
・考えなければならないのは評価を何のためにやるのかということです。財
源の縮小に伴う施策の重点化や、なぜその施策を行うのかということにつ
いての村民に対する説明責任等、人が変わってもシステムとして機能する
必要があります。
・制度は他の団体のいいところを取り入れてみてはどうでしょうか。

　行政評価システムの導入については、今後においても、専門研修等の参加に
よる職員個々の「意識改革・意欲改革・能力開発」を図ることとし、平成23年3月
予定の新普代村総合発展計画の策定までには、本格導入にすることが望ましい
と考えております。
　また、今後は他団体の導入状況等を参考としながら、本村にあったスキームを
検討してまいります。

　平成21年度のシステム導入には至っておりませんが、引
き続き、職員個々の専門研修参加によるスキルアップを
図ってまいります。

民間委託 【現状及び課題】
民間委託の現状（Ｈ20.4.1現在）
・全部委託：本庁舎の清掃、本庁舎の夜間警備、公用車運転、学校給食
（調理）、学校給食（運搬）、水道メーター検針、ホームヘルパー派遣、情報
処理・庁内情報システム維持、ホームページ作成・運営(9)
・一部委託：学校用務員事務(1)
・全部直営：案内・受付、電話交換、道路維持補修・清掃等、調査・集計、
総務関係事務(5)

【検討依頼事項】
・選定の仕組み、手続き等について、透明性が確保されているか示してくだ
さい。
・事務事業等の民間委託について、成果、課題等のモニタリングをどのよう
に実施しているのか。また、住民及び利用者の満足度等は把握しているか
示してください。
・一部委託、全部直営の事業について、業務ごとの委託の方向性及びスケ
ジュールを示してください。

　現在、選定・手続きの方法に関しては、可能な限り競争入札によることとし、透
明性の確保を図っているところであります。
　また、現在行っている民間委託については、直接的に住民に結びつく業務は
行っていないのが現状であります。
　今後においては、委託業務が村にとって有効且つ可能な部分を模索し、実施
に向け取り組んでまいります。

　民間委託についての状況は従来の取り組み状況のとお
りでありますが、引き続き、委託業務が村にとって有効且
つ可能な部分を模索しながら、実施に向け取り組んでまい
ります。

指定管理
者制度

【現状及び課題】
公の施設の指定管理者制度導入状況（Ｈ20.4.1現在：対象56施設）
・指定管理者導入済み18箇所（Ｈ21までの目標：18箇所）
・業務委託あり1箇所（Ｈ21までの目標：1箇所）
・全部直営37箇所（Ｈ21までの目標：17箇所）

【検討依頼事項】
・指定管理者の選定の手続き等について、透明性が確保されているか示し
てください。
・指定管理者制度の成果、課題等のモニタリングをどのように実施している
のか。また、住民及び利用者の満足度等は把握しているか示してくださ
い。

　現在、村の指定管理者の導入状況については、各地区に存在する公民館、コ
ミュニティセンターなどが主となり、各地区自治会が無償管理している状況となっ
ています。
　このことから、地域の利用者の方々の、使用等に関しての利便性は向上して
いるものと考えており、また、地域活動の活性化にも繫がっているものと認識し
ております。

　指定管理者制度の状況は、従来の取り組みのとおりで
ありますが、各地区の公民館などの指定管理期間の平成
23年3月31日までには、地域に所在する施設で指定管理
が可能な箇所を検討してまいります。

平成20年度いわて市町村行財政ドックにおける助言事項及び市町村の取組方針等
市町村の平成21年度取組実績

項目
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市町村の平成21年度取組実績
項目

市場化テ
スト

【現状及び課題】
・導入予定不明

【検討依頼事項】
・市場化テスト導入の実現性についての調査検討の具体的スケジュールを
示してください。

　現在、本村においては、村に変わり公共サービスを提供できる民間団体が存
在しないと認識しております。
　今後において、現在の公共サービスの質の維持向上が可能な民間団体があ
れば検討すべきものと考えております。

　平成21年度までに市場化テスト導入には至っておらず、
現在も、村に代わり公共サービスを提供できる民間団体
は存在しない状況であります。

情報公開
制度

【現状及び課題】
・普代村においては、情報公開条例は制定済。
・情報開示請求者については、国と異なり、住所要件を求めている。

【検討依頼事項】
・普代村情報公開条例に基づく開示請求件数、そのうちの開示件数及び非
開示件数を示してください。
・岩手県では、かつて開示請求者に住所要件を定めていましたが、次の理
由により平成10年に公文書公開条例を全部改正し、新たに情報公開条例
を定め、請求者の住所要件を撤廃したところです。
　貴村において、情報開示請求者に対して住所要件を付していることにつ
いて考えを示してください。
　（理由）
①相互主義の考え方（県民が他県の情報を入手できるのに、本県が他県
に窓を閉ざすのは好ましくない）により、請求権者の範囲を拡大することが
適当である。
②他県の住民が研究等のため、県の保有する情報の開示を受け、その成
果を公表することにより、本県の情報発信の促進が図られることが期待で
きるという積極的な面を評価し、誰でも開示請求できることが適当である。

【助言事項】
・周りの状況をみながら、検討してみてください。

　平成15年10月施行から、普代村情報公開条例に基づく開示請求件数は2件
（開示件数0件、非開示件数2件）となっています。
　また、普代村情報公開条例第5条に掲げる開示請求者の範囲については、普
代村民を対象とした住所要件を付しているところであります。本村における、本
条例の制定目的は、「村民に対する説明責任を果たすこと、村民による村政へ
の参加、監視の充実及び村民の村政に対する理解と信頼を深め、もって公正で
開かれた村政を推進すること」としておりますので、今後の開示請求件数、開示
請求目的にもよりますが、当面は従来どおりの、開示請求範囲に止めることとし
ますが、近隣市町村の状況などを参考に検討も進めてまいります。

　平成21年度の開示請求件数も無く、引き続き、近隣市町
村の状況などを参考に検討を進めてまいります。

個人情報
保護条例

【現状及び課題】
・普代村個人情報保護条例（平成17年10月１日施行）
　条例の制定又は見直しに当たっては、概ね行政機関個人情報保護法の
内容を踏まえたものとなっている。しかしながら、個人情報保護に関する体
制の整備等で次の内容が未実施となっている。

①住民、事業者等への個人情報保護制度の趣旨・内容の周知
　　説明会等開催による周知
②「過剰反応」対策に関する対応
　ア　いわゆる「過剰反応」に関する職員への教育・研修
　イ　いわゆる「過剰反応」に関する考え方・対応等に関する住民への周知

【検討依頼事項】
　未実施となっている上記の個人情報保護に関する体制の整備等につい
て、今後の取組み及びスケジュールを示してください。

【助言事項】
・「説明会」については、広聴広報課が内閣府等との共催により、12/11に
「個人情報保護法に関する説明会」を開催するので、これに参加してみて
はどうでしょうか。
・個人情報の漏洩、事故がないことが大事です。職員の意識の共有を図る
必要があります。

　内容等を把握したうえで、未実施となっている、体制整備等に取り組んでまいり
ます。
　また、体制整備等に取り組んでいくにあたり、改めて、市町村向けの制度内容
等に関する説明会の開催を要望いたします。
　また、説明会での事例等を踏まえ、組織内での意識共有に努めることとし、併
せて外部への情報提供に積極的に努めていくこととします。

　平成20年度より、岩手県主催の「個人情報保護説明会」
への参加により組織内での意識共有に努めています。今
後も説明会等への参加により外部への情報提供に努めて
まいります。
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市町村の平成21年度取組実績
項目

入札・契
約制度

【現状及び課題】
・入札契約適正化法及び施行令により発注者に対して公表が義務付けら
れている事項については、概ね公表されている。
・平成19年度の一般競争入札実績0件（導入していない）、指名競争入札実
績38件、総合評価方式0件（導入の予定なし）、250万円を超える随意契約
が0件となっており、随意契約を除く全ての入札における平均落札率は
97.9％となっている。
・電子入札は導入していない。

【検討依頼事項】
・一般競争入札及び総合評価方式の本格実施に向けた取組方針及びスケ
ジュールについて示してください。
・電子入札の導入に向けた取組方針及びスケジュールについて示してくだ
さい。

【助言事項】
・研究、検討を続けてください。

　一般競争入札及び総合評価方式、電子入札の導入については、本村の地理
的な条件や導入のメリット・デメリットを検証したうえで、検討してまいりたいと考
えております。

　平成21年度までの一般競争入札及び総合評価方式、電
子入札の導入には至っておりませんが、引き続き、導入
のメリット等の検証を進めてまいります。

行政体
制

定員管理 【現状及び課題】
・集中改革プランにおける定員管理の数値目標の進捗率がＨ20.4.1現在
111.1％である。（Ｈ17.4.1職員数が74名、Ｈ22.4.1目標職員数が65名、Ｈ
20.4.1職員数が64名）
・Ｈ19.4.1職員数を、あらたな定員管理指標及び類似団体の平均を比較し
た結果、次のとおりである。（普通会計）【定員管理指標比較：職員数64人
に対して試算職員数63人（試算職員数の101％）、類似団体比較：職員数
56人に対して類似団体平均職員数65人（類似団体平均職員数の86％）】

【検討依頼事項】
・集中改革プランの新たな目標があれば示してください。
・新たな定員管理指標及び類似団体の平均を比較検討した結果、今後の
定員管理をどう考えるのか示してください。

【助言事項】
・サービスを落とさないための組織論を考える必要があります。
・職員構成が、50歳以上が63人中33人と半数以上となっており、10年で職
員の半数が入れ替わる計算です。職員の育成や知識の伝承が追いつくか
が疑問ですので、組織の持続可能性について考える必要があります。

　新たな定員管理指標で見ると、現在の職員数（64人）が最も適正値であると認
識しているところであります。しかしながら、H21～H24までの間の定年退職者数
は、18名となることから、バランスのとれた職員採用が急務となっています。ま
た、併任業務の多様化が進んできており、抜本的な組織体制の見直しなどによ
る対応が求められているものと考えておりますので、早期に検討を進めてまいり
ます。

　平成21年度においては、緊急雇用対策による臨時職員
雇用による事務事業の軽減も図られたところであり、抜本
的な組織持続の可能性には至っていない状況ではありま
すが、引き続き、不足の部分は臨時職員で補いながら、
抜本的な組織体制の見直しに向けた検討を進めてまいり
ます。

給与・
勤務条
件・人
事管理

給与（給
与抑制状
況含む）

【現状及び課題】
・H18.4に給与構造の見直しを行い、行政職については５級で運用されてい
る。
・Ｈ19のラスパイレス指数は85.8（前年度85.1）となっている。

【検討依頼事項】
・国においては、人事評価制度が21年度から本格実施となり、地方におい
ても２２年度から実施される見込みですが、人事評価制度への取組方針、
スケジュールを示してください。

　人事評価制度については、今後においても、専門研修等の参加により評価者
側、組織全体の認識と理解を図り、制度実施時に対応できるよう取り組んでまい
ります。

　平成21年度中の人事評価制度導入には至っていない状
況でありますが、引き続き、研修参加により職員個々の研
鑚に努めてまいります。
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市町村の平成21年度取組実績
項目

特殊勤務
手当

【現状及び課題】
・給与実態調査によると、特殊勤務手当数は５であり、国で措置されていな
い特殊勤務手当（Ｃ区分）が３ある。

【検討依頼事項】
・現在の特殊勤務手当において、手当の特殊性から住民に対し理解を得ら
れるよう十分に説明責任を果たせるものとなっているか。
今後見直しを検討している特殊勤務手当があれば示してください。

　現在、本村においては、国と異なる特殊勤務手当数は下記の３つとなっており
ます。
　①医師手当
　②医学研究手当
　③研修手当
　全国的な医師不足の中、へき地診療所等は医師の確保に苦慮する状況であ
り、本村においては、国保医科・歯科診療所を有することから、医師手当、医学
研究手当の支給により医師の確保に努めているところであります。

　平成21年度は、内科医師の確保に至らず、岩手県より
医師の派遣をいただいている状況にあります。今後にお
いては、医師の給与制度全般を含めた部分から特殊勤務
手当の見直しについて検討をしてまいります。

特別昇給 【現状及び課題】
・勧奨退職及び死亡退職の場合、退職時に最大８号給の特別昇給がなさ
れている。

【検討依頼事項】
・退職時特別昇給の廃止に向けた取組方針、スケジュールを示してくださ
い。

【助言事項】
・退職の際に退職手当の増額のためだけに昇給させるということは、対外
的に説明がつかず、国のヒアリングの際にも指摘されていることから、早急
に廃止に向けた検討に着手すべきではないでしょうか。

 現在、集中改革プランにおいて、退職者不補充により職員数の削減をしている
中で、退職時特別昇給制度は必要な措置であると認識し継続中でありますが、
集中改革プランの期間終了を目途に廃止についての検討を進めます。

　平成21年度中での制度廃止には至っていない状況です
が、平成22年度中に制度のあり方について検討を進めて
まいります。

技能労務
職員の給
与

【現状及び課題】
・H20.4.1現在、技能労務職員は在職していない。

労務対策
（メンタル
ヘルス対
策）

【現状及び課題】
・精神疾患による病気休暇等がＨ17年０人、Ｈ18年０人、Ｈ19年１人であ
る。

【検討依頼事項】
・精神疾患による職員の病気休暇等の対策について具体的な取組み（防
止・ケア）を示してください。

　本村における、病気休暇等の対策として、今年度、メンタルヘルス研修（職員
研修）の開催を予定しているほか、今後においては、管理職を対象として専門研
修等への参加をしていくこととしております。

　平成21年度は、村独自のメンタルヘルス研修の実施、ま
た、外部での研修にも積極的に参加したところでありま
す。今後においても、継続して実施をしてまいります。

人材育成 【現状及び課題】
・「人材育成基本方針」は平成17年３月に策定され、「研修に関する基本的
な方針」についても既に策定されている。

【助言事項】
・方針を策定してそれで終わりということではありません。何をしているかが
大事ですので、具体的な取り組みを進める必要があります。

　平成17年3月に策定した、「人材育成基本方針」に基づき、人材育成に努めて
まいります。また、これまでの取り組みの実績についても検証し、今後の人材育
成に繋げてまいります。

　引き続き、現在の村の現状に見合った新たな「人材育成
基本方針」の策定に向け、取り組んでまいります。
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H21.1　岩手県市町村課 H21.1　普代村 H22.1　普代村

助言・検討依頼事項 左に対する検討結果（方針・対策・課題・要望事項等）
平成20年度いわて市町村行財政ドックにおける助言事項及び市町村の取組方針等

市町村の平成21年度取組実績
項目

職員の相
互交流

【現状及び課題】
・「県及び市町村職員相互交流実施要綱」に基づく交流（派遣期間２年、割
愛）
 実績なし
・「広域振興局等及び市町村職員相互交流実施要綱」に基づく交流（派遣
期間１年、併任）
　実績なし
・「市町村研修職員要綱」に基づく研修生派遣（派遣期間１年、併任）
　過去５年間（平成16～20年度）では、実績なし
　
【検討依頼事項】
・職員の人材育成の手段・方策の一つとして、今後の人事交流及び研修生
派遣について検討してください。

【助言事項】
・職員数が尐なければ尐ないほど一人ひとりの能力を高める必要がありま
す。人事交流等について積極的に検討してみてはどうでしょうか。

　積極的な人材育成を実施するにあたり、組織体制の整備を図ることが必要と
なっております。
　組織体制の整備を図り、今後の、定年退職者の補充による新規採用者を対象
に積極的な人事交流、人事派遣などを実施します。

　職員数の減尐により、長期派遣は困難な状況となってお
り、平成21年度の派遣実績も無い状況でありますが、組
織体制整備を図り積極的な人材育成に取り組んでまいり
ます。

勤務時
間、休暇
等

【現状及び課題】
・育児参加休暇（特別休暇）が制度化されていない。
・高齢者部分休業、修学部分休業が制度化されていない。
・自己啓発等休業が制度化されていない。

【検討依頼事項】
・育児参加休暇の制度化についての今後の取組方針、スケジュールを示し
てください。
・高齢者部分休業、修学部分休業の制度化についての今後の取組方針、
スケジュールを示してください。
・自己啓発等休業の制度化についての今後の取組方針、スケジュールを
示してください。

【助言事項】
・休業したいという職員が出てきた場合に、法律上は可能な制度であるに
も関わらず、条例がないため制度を利用できないという状況は好ましくあり
ません。制度化について検討すべきではないでしょうか。

　育児参加休暇、高齢者部分休業、修学部分休業、自己啓発等休業について
は、普代村特定事業主行動計画の見直し等に併せ、早急に制度化してまいりま
す。

　平成21年度中の、育児参加休暇、高齢者部分休業、修
学部分休業、自己啓発等休業については制度化まで至っ
ていない状況でありますが、平成22年度の施行を目指し
取り組んでまいります。

その他 【現状及び課題】
・互助会等の福利厚生事業の事業内容が公表されていない。

【検討依頼事項】
・互助会（共同互助会を含む）等の福利厚生事業の公表についての今後の
取組方針、スケジュールを示してください。

　現在、村単独による互助会等の福利厚生事業は実施しておりませんが、共同
互助会の状況については、平成20年度人事行政の運営等の状況の公表によ
り、村広報紙、村ホームページにより公表します。

　平成20年度より、人事行政の運営等の状況の公表によ
り村広報紙、村ホームページにより公表しています。

5/6



H21.1　岩手県市町村課 H21.1　普代村 H22.1　普代村

助言・検討依頼事項 左に対する検討結果（方針・対策・課題・要望事項等）
平成20年度いわて市町村行財政ドックにおける助言事項及び市町村の取組方針等

市町村の平成21年度取組実績
項目

住民基
本台帳
及び住
民基本
台帳
ネット
ワーク
システ
ム

セキュリ
ティ対策

【現状及び課題】
・セキュリティチエック自己点検（満点：3.00）
　平成19年度　3.00点（県平均2.98点、国平均2.99点）
　平成20年度　3.00点（県平均2.96点）
　自己点検の結果は非常に良好である。
　
【検討依頼事項】
・システム運営監査等の第三者的なチェックの実施についての今後の取組
み及びスケジュールを示してください。
・既存住基システムを含め災害時の対応について示してください。

【助言事項】
・トラブルが起きた場合、影響は村だけに止まりません。二重三重のチェッ
クをお願いします。
・外部監査（第三者によるチェック）に手を上げるところが尐ないので、受監
について検討してみてはどうでしょうか。

【検討結果】
・委託管理体制により、システムのセキュリティーを図り、もって、正確性、機密性
及び継続性の維持に努めます。
・災害時における対応として、「緊急時対応計画」の策定により、住基データの漏
洩防止に努めます。

　委託管理体制により、システムのセキュリティーを図って
いる。
　災害時における対応として、災害時対応マニュアルによ
り住基データの漏洩防止に努めている。

住民基本
台帳カー
ド

【現状及び課題】
・累計交付実績47枚（20年８月31日現在）、住基人口3,211人（20年３月31
日現在）、普及率1.46％（県内第５位）
・住基カード交付手数料の無料化実施（20年４月1日～23年３月31日）
・住基カードの多目的利用未実施

【検討依頼事項】
住基カード普及に向けて、今後の取組み及びスケジュールを示してくださ
い。（多目的利用や広域交付への参加、運転免許証を返納した高齢者の
身分証明書としての利用のＰＲ等）

【検討結果】
・住基カードの無料交付を実施しながら、村広報等による利用者の普及拡大を
図ります。

　住基カードの無料交付を実施しながら、村広報等により
利用者の普及拡大を図っている。また、運転免許証を持
たない高齢者や婦人等に対し身分証明書としての活用等
の周知を行った。

6/6


